あけましておめでとうございます

　　　　　　　　　　　　　　～２００７年私の年頭所感

去年今年旅路のはてを見つめおり

　あと数年間の公務員人生、そしてその先の第二の職業人生、さらにはその後命尽きるまでの自分の人生を通して、自分が為すべきこと、世の中のために尽くすべきことを見定めて、その道を誤ることなく真っ直ぐに歩んでいきたいと考えています。わが国のさまざまな地域が、いろいろと条件は違っていても、あるときはそのハンデを乗り越えながら、あるときはその特色を活用しながら、そこに住む人たちの知恵と力を結集して自立的に発展していけるように自分も微力ながらお手伝いをしていきたい。まずは、制度的なこと、財源的なことがあるでしょうが、究極的にはそういう人たちと一緒に汗を流して行動し、知恵を出し合い、勇気づけてあげられたらと考えています。
　最初に知り合いの多い南九州地方や日本海地方、そして次にこれまで一緒に仕事をしてきた仲間たちやそのOBの人たちとともに日本全国へその輪を広げていきたいと思います。

　具体的には、やる気のある民間の人たち、自分たちの意思で勉強や交流をしたい公務員やそのOBの人たち、活力ある地域づくりをめざす人たちとともに、これまでのMLやホームページ、ブログなどによる情報提供や意見交換を行いながら、最終的には「寺子屋」の全国展開を図っていけたらといいなと考えています。

元朝や散歩してみる通勤路
　私たちは公務員の世界、特に組織社会、男性の多い社会に住んでいるわけですが、地域おこしなどを考えていく場合には、まず公務員のあり方そのものを見直すくらいの気持ちで取り組まないといけません。公務員は権限、財源、法律的知識、政治との接点など地域づくりに欠かせないものをたくさん持っていますが、公平を気にするあまり悪平等に陥り、それらを十分に活用できなくなるきらいがあります。また、OBになったら地域おこしなどにもっと積極的に参画してもらわなければいけないのに、逆に関心を示さなかったり、プライドが邪魔して一般の方々と一緒に活動できなかったりする人もいるようです。せっかく地域で育てていただいた人材ですから、退職したらもう関係ないというのではなく、逆に是非とも地域に恩返しをしていただきたいものです。そうした活動をすることにより公務員に対するバッシングも少なくなるのではないでしょうか。私たち公務員やそのOBが個人として積極的に地域づくりに参画していけるような環境条件を整え、その中で節度あるリーダーシップを発揮しながら、民間の方たちと力や知恵を出し合って全国の地域おこしを行っていきたいものです。

　その際に、組織に属していない自由な人たち、既成概念にとらわれずに自由に現場のニーズから発想できる人たち、男性とは違う感性でものごとを捉えることができる女性たちなど多様な個性を集めることにより、いろいろなアイデアを生み出していけたら大変幸いなことだと思います。
一年を見通す朝や淑気かな

　この一年は、仕事の面でこれまで３０年間と比べても破格に大変な一年になることは間違いありません。その内容は、昨年の「２００６年を振り返って」に書いたとおりです。年明けから６月までの半年間が、まずは経済財政諮問会議での安倍内閣の「日本経済の進路と戦略」に関する議論、国会での３本の大きな地方財政関係法律案の審議、そして新しい地方分権改革論議の始まり、さらには安倍内閣最初の骨太方針の策定などで忙殺されるでしょう。年明け早々から法律案の閣議決定と国会提出、そのための各省協議（特に財務省協議）も大変ですが、その前提となる新型交付税の算定方法の決定を含む来年度の交付税の配分方法の決定、公営企業金融公庫廃止後の新たな組織のあり方の細部の詰め、新しい地方財政再生法制の詳細設計、そのための地方６団体との協議なども必要です。１月末にはこれらを含め、予算や地方財政対策で決定された内容を整理し、ブレークダウンしたものを全国総務部長会議、財政・市町村担当課長会議、公営企業担当部局長会議で周知します。それを受けて、全国の市町村にも情報が伝達されるわけですが、あまり時間的余裕がなく、年明け早々大変忙しくなってしまうわけです。しかし、担当者はもっと大変で、交付税課の職員などはひどい人は大晦日と元旦だけ休んで、あとは仕事に出るという人も多いはずです。
　４月には統一地方選挙があり、７月２２日には参議院議員選挙が実施されると報道されています。そのため、予算は骨格編成の地方団体も多いことでしょう。また、国会は会期延長しないで閉会する見通しが高いでしょう。この頃には、秋から来年に向けての中央各省庁の政策課題の実現に向けて幹部の人事異動も行われるはずです。

　これらが終わって、秋になればいよいよ消費税論議が開始されるでしょうが、去年、今年の大幅な税収増や経済成長路線（いわゆる上げ潮路線）との調整で、どのような議論になっていくか確たる見通しは立ちませんし、特に国と地方の財政関係の議論がどのように展開していくか、昨今の地方の不祥事でどのような地方バッシングが展開されるのか分かりません。以前から私が主張しているように、地方側から消費税、とりわけ地方消費税の必要性を強く主張していかないと、国が増税を決めたら、そのおこぼれを頂戴するといった従来方式では地方に増税分の税源が回ってくることはないと考えておいたほうが良いでしょう。むしろ、地方側から国の税源も含めて消費税増税の必要性をリードしていくような雰囲気でなければ、非常な困難が伴うと見ていいでしょう。地方６団体（特に全国知事会）の布陣が、選挙により大きく変わることが予想されるわけですが、この点に十分留意して早め早めに活動していくことが肝要でしょう。
書初めや気合のままに筆走る

　やはり一年の初めは良いものです。心機一転頑張ろうという気力がみなぎり、希望も湧いてくるような気がします。また一年、皆さんとのコミュニケーションに努め、全国に志を同じくする仲間、支援してくれている仲間がいるということを気持ちの支えに、一所懸命頑張りたいと考えています。どうか、今年も私の独り言などにも懲りずにお付き合いください。
